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 要  旨 
 
 現実問題の多くは，グラフ上の問題として定式化して解決することができる．
しかし，グラフの処理アルゴリズムに関しては，しばしばその計算量が問題視さ
れ，特に検索や認識，知識発見などを目的とする場合には，データ間の共通性を
発見するためにグラフ間のマッチングという極めて難しい問題を解決しなければ
ならない． 
 J.R.UllmannやL.P.Cordellaらは部分グラフ同型問題に対する効率的なアルゴ
リズムを提案し，グラフ間のマッチングに対する解法を与えてきた．ところが，
この問題及びその解法は，モデルとして与えるグラフの変更を許容しないため，
極めて正確なモデリングが要求さる．このことが原因となって，曖昧な情報を多
く含む問題には適用しづらいという問題があった． 
 そこで本研究では，部分グラフ同型問題を曖昧なモデルが入力された場合にも
対応可能にするため，それぞれの部分グラフ間の同型性調査をし，同型となる部
分グラフが頂点数最大になるものを求めるように発展させた最大部分グラフ同型
問題を扱うことにする．この拡張によって，予めモデルや知識を与えなくてもグ
ラフのもつ構造情報を利用して最適な組み合わせを探索することで，オブジェク
トを自動的に発見する可能性も出てくる．しかし，これは同時に計算量の更なる
増大を招くことになるため，その解法には十分な効率化が必要である． 
 以上のことから，本研究ではこの最大部分グラフ同型問題に対するアルゴリズ
ムを構築する．この問題は与えられた２グラフの積から最大クリークを抽出する
問題に還元できるため，その骨格である最大クリークの高速な抽出法と，グラフ
に属性情報が与えられる場合の効率的な積グラフ生成法について，それぞれ改良
を加えたアルゴリズムを提案する．また，応用の一検討として，領域分割された
画像を想定し，各領域を頂点，それらの隣接関係を辺としたグラフを構成するこ
とによって，スケールの違いや回転，オクルージョンに対する耐性をもった画像
マッチングが実現できることを計算機実験によって検証した．さらに曖昧なモデ
ルを用いたマッチングやモデルの自動抽出といった効果についても併せて検証を
行った． 
 
